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建設リサイクル建設リサイクル
持続的な都市の発展のために



T O K Y O
※ 建設工事から副次的に得られた物（もの）であることから、『建設副産物』と呼ばれます。
　 『建設副産物』を資材として再び利用できるよう適切な取組が必要です。

TOKYO RECYCLE
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TOKYO RECYCLE

DO・計画を具体的に進めるための手引の作成、実行
（東京都建設リサイクルガイドライン）

東京都建設リサイクルガイドラインは、東京都建設リサイクル推進計画の取組を具体的に進めていくための実

務書です。

東京都建設リサイクルガイドラインは、

● 建設リサイクル計画（設計・工事の各段階）の作成や建設リサイクル法に基づく取組などの内容を詳細に記載

しています。

● 様式集や関係機関の連絡先なども掲載しています。

● 公共工事版だけでなく、民間事業版も作成しています。

東京都建設リサイクルガイドラインはホームページに載せていますので、是非ご参照ください。

http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/seisaku/recy/index.html#shishin

クローズアップ

東京都建設リサイクルガイドラインの基本的な考え
東京都建設リサイクルガイドラインは、建設資源循環及び環境配慮について、次の考えを基本としています。

建設資源循環

長期使用
発生抑制
事前調査等
分別解体等及び再資源化等
実態調査及び補足改善
再生建設資材等の活用

環境配慮

適正処理及び環境配慮
自然環境の保全及び再生
再生資源等の活用
環境に配慮した運搬
環境物品等の使用及び環境影響物品等の使用抑制
汚染土壌及び有害物質等の適正処理
外来生物の拡散防止等
景観への配慮
地球環境への配慮

コラムC O L U M N 東京都建設発生土再利用センター

東京都建設発生土再利用センターは、公共工事
で発生する建設発生土を、再び公共工事で利用す
るための施設です。

以下の２つの機能を持っています。

①土質改良機能
　直接再利用できない状態の建設発生土を、山か

ら採取した土と同等の土質に改良する機能を有
しています。

②ストックヤード機能
　改良した建設発生土や直接再利用可能な建設

発生土を仮置きし、工事で土が必要となるタイ
ミングで搬出できるストックヤード（保管）機能
を有しています。
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